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▼
各
地
で
寒
蘭
の
展
示
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
野
生
蘭
の
王
様
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、
気
品
の
あ
る
花
で
す
が
、

霧
島
の
山
中
に
は
、
野
生
種
が
今
で

も
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
花
に
も
様
々
な
花
が
あ
り
、
ど

れ
一
つ
と
し
て
同
じ
花
は
な
い
よ
う

で
す
。
咲
い
て

み
な
け
れ
ば
判

ら
な
い
と
い
う

の
も
魅
力
の
一

つ
に
成
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
バ
ブ
ル
全

盛
期
の
頃
は
、
1
千

万
の
値
段
が
付
い
た

花
も
あ
っ
た
と
聞
き

ま
す
。
寒
蘭
は
、
花

の
美
し
さ
と
共
に
、
花
が
咲
く
と
辺

り
一
面
に
素
晴
ら
し
い
匂
い
が
立
ち

こ
め
ま
す
。
寒
蘭
の
展
示
を
見
掛
け

た
ら
、
是
非
ご
覧
に
な
ら
れ
る
こ
と

を
お
奨
め
致
し
ま
す
。

　
▼
川
内
原
発
は
、
2
号
機
も
稼
働

し
、
九
州
の
電
力
事
情
は
こ
れ
で
一

安
心
の
よ
う
で
す
。
来
年
か
ら
は
、

電
力
の
自
由
化
も
開
始
さ
れ
、
様
々

な
業
種
か
ら
電
力
発
売
の
新
会
社
が

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
半
公
社
的
な

性
格
を
持
っ
て
き
た
電
流
会
社
も
電

話
や
鉄
道
と
同
じ
よ
う
に
市
場
競
争

の
中
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
発
送
電
の
分
離
な
ど
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
新
電
力
の
実
態
は
、
未
だ
に

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
消
費

者
が
、
火
力
発
電
や
原
子
力
の
電
力

よ
り
も
環
境
に
優
し
い
、
自
然
由
来

の
電
力
を
選
択
す
る
な
ど
、
そ
う
し

た
選
択
肢
も
可
能
に
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
目
の
前
で
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ロ

･

エ
ネ
ル
ギ
ー･

ハ
ウ
ス
）
の
実
現
も

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
一
番
お

奨
め
し
た
い
こ
と
、
そ
れ
は
、
高
性

能
住
宅
を
建
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

税
制
上
の
特
例
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

す
ま
い
給
付
金
の
最
高
額

現
行
30
万
円
。　

　
住
宅
を
建
て
る
人
の
多
く
が
利
用

す
る
住
宅
ロ
ー
ン
で
す
が
、
ロ
ー
ン

の
種
類
に
は
、
民
間
の
金
融
機
関
の

ロ
ー
ン
と
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
公

的
融
資
を
活
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
消
費
税
の
増
税
を
再
来
年
に
控

え
て
、
来
年
こ
そ
住
宅
新
築
を
と
考

え
ら
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
現
在
の
控
除
と
減
税
等
の
支
援
策

を
書
き
出
し
た
の
が
下
記
の
表
で
す
。

「
す
ま
い
給
付
金
制
度
」
は
、
一
定

の
所
得
以
下
の
人
が
住
宅
を
取
得
し

た
場
合
、
給
付
金
が
受
け
取
れ
る
も

の
で
、
消
費
税
8
％
の
現
行
の
場
合

は
、
最
高
額
30
万
円
、
消
費
税
10
％

の
場
合
は
、
50
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　
年
末
控
除
（
減
税
）
制
度
は
、
年

末
の
ロ
ー
ン
算
高
に
応
じ
て
所
得
税

や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

控
除
額
は
、
年
末
ロ
ー
ン
残
高
の
１

％
、
控
除
期
間
は
10
年
間
で
す
。

　
長
期
優
良
住
宅
や
低
炭
素
住
宅
な

ど
の
認
定
住
宅
は
、
年
末
残
高
の
限

消
費
税
率
引
き
上
げ
後
の

物
価
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

と
、
全
て
の
部
材
の
税
流
値
も
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
ま
す
と
、
今
、
住
宅
新
築
を

計
画
し
て
い
る
方
は
、
早
急
な
対
策

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
税
率
の

控
除
に
つ
き
ま
し
て
も
、
何
度
か
お

知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
有
利
な
条

件
と
し
て
お
知
ら
せ
で
き
る
の
は
、

こ
の
度
が
最
後
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
「
フ
ラ
ッ
ト
35
ｓ
」
も
使
え

ま
す
か
ら
、
現
在
、
家
賃
を
６
万
円

以
上
お
支
払
い
な
ら
ば
、
松
下
孝
建

設
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
歩
前
進

で
き
る
ご
提
案
を
致
し
ま
す
。

親
か
ら
住
宅
資
金
を

贈
与
さ
れ
た
場
合
の
特
例
。

　
親
か
ら
住
宅
資
金
の
贈
与
を
受
け

た
場
合
の
特
例
と
し
て
、
非
課
税
枠

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
常
は
年

間
1
1
0
万
円
の
非
課
税
が
直
系
尊

消
費
税
の
引
き
上
げ
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
現
在
、い
よ
い
よ
来
年
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
！

 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
・
減
税
等
の
賢
い
活
用
で
建
て
る
！

住
宅
資
金
の
贈
与
の
非
課
税
枠
や
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
等
、多
様
な
支
援
策
を
活
用
！

度
額
が
5
0
0
0
万
円
、
10
年
間
で

最
高
5
0
0
万
円
の
減
税
。
一
般
住

宅
の
場
合
は
、
年
末
算
高
限
度
額

4
0
0
0
万
円
、
10
年
間
の
減
税
最

高
額
は
、
4
0
0
万
円
で
す
。
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
条
件
は
、
床
面

積
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
住
宅

取
得
後
、
6
ヶ
月
以
内
に
入
居
し
そ

の
ま
ま
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
居
住

用
財
産
な
ど
の
買
い
換
え
特
例
な
ど
、

属
か
ら
の
贈
与
で
自
分
が
居
住
す
る

住
宅
を
建
て
る
場
合
、
2
0
1
5
年

中
の
贈
与
で
認
定
住
宅
等
の
良
質
な

な
ら
ば
、
1
5
0
0
万
円
ま
で
非
課

税
。
従
っ
て
、
通
常
の
基
礎
控
除
と

合
算
す
る
と
1
6
1
0
万
円
ま
で
、

贈
与
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

2
0
0
0
万
円
の
贈
与
を
受
け
た
場

合
で
も
、
2
0
0
0
万
円
か
ら
控
除

額
1
6
1
0
万
円
差
し
引
い
た
金
額

3
9
0
万
円
に
し
か
贈
与
税
は
掛
か

り
ま
せ
ん
か
ら
、
4
0
0
万
円
以
下

な
の
で
、税
率
15
％
を
掛
け
、10
万
円

（
控
除
額
）
を
差
し
引
い
た
48
万
5
千

円
の
贈
与
税
で
済
み
ま
す
。

　
特
例
は
、
19
年
6
月
30
日
ま
で
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
非
課
税
枠
が
年
々

縮
小
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
贈
与

を
受
け
ら
れ
た
方
が
お
得
で
す
。

□住宅に関する資料等もフリーダイヤルにてご請求下さい。 
　資料等をお送り致します。 0120-079-089 

　
本展示場は【ハウス・オブ・
ザ・イヤー・イン・エナジー
2013】大賞受賞のスペック通
りに造った展示場です。エアコ
ン一台程度で冬も夏も快適な暖
冷房を可能とした省エネルギ
ー、超高性能住宅です。鹿児島
県に相応しい期間蒸暑地域対応
型住宅として、全国的に評価さ
れた工法です。設備は少なけれ
ば少ないほど、更新に必要な資
金は少なくなります。

ハウス・オブ・ザ・イヤー･イン･エナジー2013・スペックの展示場　

 

外観 外観 

薩摩川内市東大小路町42-27　川内モデル 

　 ● 
 

天大橋 

内 

川 

焼肉なべしま 

● 

ファミリーマート 

お 
れ 
ん
じ 
鉄 
道 

九 
州 
新 
幹 
線 

● 

具志ひふ科 

● 

川内署 

● 

川 
済生会川内病院 

リビング ダイニングキッチン カウンターダイニングキッチン カウンター

住宅ローン減税の適用条件

住宅ローン控除の概要

床面積用件

居住用件

適
用
対
象 中古（非耐火）

中古（耐火）

対象物件

税制上の
特例の適用
を受けてい
ないこと

50m2以上であること（上限なし）

住宅を取得してから 6ヶ月以内に
入居し、引き続き居住していること

建築後20年以内（一定の耐震基準で無制限）
建築後25年以内（一定の耐震基準で無制限）

住居用家屋＋その敷地（土地）

①居住用財産の譲渡の3000万円控除

②居住用財産の買換や交換の特例

④既成市街地等内にあたる土地等の中高層耐火
　建築物建築のための買い換え及び交換等の特例

⑤認定事業用地適正化計画の事業用地の
　区域内にある土地等の交換等の特例

③居住用財産の譲渡時の軽減税率の特例

■認定住宅の場合

■一般住宅の場合

居住年 2019年
6月30日まで

控除期間
10年間

在宅借入金額等の年末算高の
限度額5000万円

控除率
1.0％

最大控除額
500万円

居住年 2019年
6月30日まで

控除期間
10年間

在宅借入金額等の年末算高の
限度額4000万円

控除率
1.0％

最大控除額
500万円

住まい給付金の給付額
■消費税率8％の場合

■消費税率10％の場合

収入額の目安 給付基礎額

420万円以上
425万円超475万円以下
475万円超510万円以下

30万円
20万円
10万円

収入額の目安 給付基礎額

450万円以上
450万円超525万円以下
525万円超600万円以下
600万円超675万円以下
675万円超775万円以下

50万円
40万円
30万円
20万円
10万円

本展示場は、総2階建ての展示場です。現
在建設中ですが、現場見学をご希望の皆様
には、特別公開しておりますので是非、ご
覧ください。暖冷房に関しましてもこの展
示場には、松下孝建設の最新技術が搭載さ
れています。展示場としては、比較的に小
規模な4人家族を設定した30坪大の住宅で
すが、コンパクトながらも機能的な美しさ
に溢れた展示場です。今後のZEH（ゼロ･
エネルギー･ハウス）の性能を満たした高
性能住宅です。26日(土)より先行見学会を
開催致しますので、是非ご参加ください。

建築現場公開中！ご希望の方は、フリーダイヤルでご連絡ください。　

新・中山展示場新・中山展示場

外観

●替え玉屋

●中山
　小学校

ジョイフル●
中山交番●

●焼肉の白川

とりいち
　　　●

マックス

　ヤマト
●運輸

　田の神
（滝の下）

●

ローソン
●

セブンイレブン

●

　　●

●

ぎょうざの丸岡

ほりのうち内科

鹿児島市中山町字下原田59-3　中山モデル

吹抜 居室1居室1 居室2居室2

■

吹抜

外観

川内展示場 公開中！

12月26日(土)より先行見学会

川内展示場 公開中！ 住まい
給付金

ローン
減税

ローン
控除

12月26日(土)より先行見学会
2016年1月9日(土)
グランドオープン予定
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「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー」は｢ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック｣を継承した国土交通省の外郭団体である 
（一般財）地域開発センターが主催する住宅のエネルギー消費削減を目指した住宅性能に関する審査会です。 

「特別優秀賞」・「優秀企業賞」W受賞!！ 「特別優秀賞」・「優秀企業賞」W受賞!！ 
　「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー」主催(財)日本地域開発センター[主務官庁：国土交通省]において、松下孝

建設のハイブリッド・エコ・ハートＱが、前回の【大賞受賞】に引き続き、「特別優秀賞」及び「優秀企業賞」を受賞しまし

た。「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー」に変更になって以来、連続3度のダブル受賞となりました。 

　偏にお施主様のご協力の賜と深く感謝申し上げております。 

ハイブリッド・エコ・ハートＱ 

4　3  

水
素
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
2
0
3
0
年
の
住
宅
性
能
が
必
要
！

電
気
の
可
能
性
を
広
げ
た
燃
料
電
池
！

電
気
の
可
能
性
を
広
げ
た
燃
料
電
池
！ 

高性能住宅の便益と意義燃料電池「コージェネレーション」は、化石燃料の時代を終演させる！

水素と燃料電池が世界の環境を変える？ 

　水素と燃料電池を使うことで電気動力で動く自動車の可能性は、大きく広がります。現在の電気自動
車は、重く大きいバッテリーがネックになって長距離輸送に向きません。しかし、燃料電池車は数分の水
素充填でガソリン車並みの航続距離を得ることができます。電気そのものを貯蔵するバッテリーから、
電気を「水素」という形で貯蔵すれば、運ぶことも、使うときも燃料電池で電気に変換することができる
のです。水素は軽く、バッテリーのように放電もしませんし漏らさない限り安全です。電気を水素に変え
て貯蔵して運ぶことは、バッテリーを使うより有利です。家庭の太陽光発電の電気を燃料電池で水素に
変換して貯蔵することも可能です。使用するときは、燃料電池で電気を作り出せます。しかも水素は、使
用しても水以外は、一切環境を汚染する物質を発生させません。

◆燃料電池車（水素自動車）が、電動自動車の主流に？

「
松
下
孝
建
設
」の
お
施
主
様
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

お
施
主
様
ご
訪
問 お

元
気
で
す
か
�

お
元
気
で
す
か
�

お
施
主
様 

I
邸
（
5
人
家
族
）【
建
設
地 

鹿
児
島
市
星
ヶ
峯
】

こ
れ
か
ら
お
建
て
に
な
る 

方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
？ 

 

子
育
て
真
っ
最
中
の
と
て
も

元
気
な
お
宅
で
し
た
。

 傾
斜
地
の
高
台
に
な
っ
て
い
る
敷
地
の
裏
は
、
頻
繁
に
自
動
車
が
通
る
道
路
で
し
た
。

 

か
な
い
の
で
す
が
、
両
親
の
家
に
行

く
と
、
決
ま
っ
て
風
邪
気
味
に
な
り

ま
す
。
私
達
は
、
家
の
中
で
は
ほ
ぼ

一
年
中
、
半
袖
で
生
活
で
き
ま
す
が
、

住
宅
の
性
能
で
、
こ
ん
な
に
も
違
う

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
」
と
御
主
人
。

「
私
の
実
家
は
宮
崎
県
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
桜
島
の
降
灰
に
は
、
と
て

も
驚
い
て
い
ま
す
。
実
際
に
降
灰
の

下
で
生
活
し
て
み
る
と
、
大
変
だ
と

い
う
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

窓
を
開
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、

こ
の
家
の
採
光
の
良
い
大
き
な
開
口

部
に
は
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

部
屋
が
明
る
い
こ
と
と
、
気
密
性
能

が
良
い
の
で
、
室
内
に
灰
が
入
っ
て

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
掃
除
が
と
て
も

楽
で
す
ね
。
そ
れ
に
換
気
装
置
も
北

欧
性
の
、
と
て
も
信
頼
で
き
る
換
気

装
置
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
。
」

と
奥
様
。

「
と
て
も
静
か
だ
と
言
い
ま
す
ね
。

そ
れ
に
天
井
が
高
く
て
素
敵
だ
と
言

う
の
が
、
皆
さ
ん
共
通
の
感
想
で
す

ね
。
た
だ
、
庭
の
向
こ
う
側
は
、
自

動
車
道
路
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
も
2

車
線
の
結
構
交
通
量
の
激
し
い
、
星

ヶ
峯
の
主
要
幹
線
道
路
な
ん
で
す
。

玄
関
側
と
は
、
全
く
異
な
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
で
も
う
る
さ
く
感
じ
た
こ

と
は
な
い
で
す
ね
。
窓
の
性
能
が
良

い
よ
う
で
す
。
営
業
の
方
の
お
話
で

は
、
30
デ
シ
ベ
ル
も
防
音
効
果
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
繁
華
街
の

交
差
点
の
騒
音
が
平
均
80
デ
シ
ベ
ル

で
、
こ
の
窓
だ
と
、
60
デ
シ
ベ
ル
ま

で
、
騒
音
を
軽
減
し
て
く
れ
る
の
で

普
通
に
生
活
で
き
る
そ
う
で
す
。
飛

行
場
の
防
音
対
策
に
も
使
用
さ
れ
て

い
る
窓
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
窓
を
開

け
て
音
を
お
聞
か
せ
す
る
と
皆
さ
ん

ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
ま
す
よ
。
」
と
奥
様
。

「
外
の
騒
音
が
聞
こ
え
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
内
の
子
供
達
が
出
す
騒
音

も
外
に
漏
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
相
当
な
騒
音
を
出
し
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
が
、
全
く
気
に
し
な
い

で
の
び
の
び
と
育
て
て
い
ま
す
。
隣

近
所
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
で
済

む
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
家
の
良
さ

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
」
と
御
主
人
。

「
以
前
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

集
合
住
宅
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

結
露
が
ひ
ど
く
て
大
変
で
し

た
。
常
時
、
タ
オ
ル
2
枚
で

水
分
を
除
去
し
て
い
ま
し
た

が
、
当
然
、
カ
ビ
に
も
悩
ま

さ
れ
て
、
子
供
が
小
さ
か
っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
環

境
か
ら
早
く
逃
れ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
住
宅

で
は
、
室
内
に
結
露
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
カ
ビ

が
生
え
る
と
い
う
こ
と
も
な

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
奥
様
。

　
御
主
人
に
お
尋
ね
す
る
と
、

「
い
つ
で
も
風
呂
が
沸
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

帰
宅
し
て
、
直
ぐ
に
入
浴
で

き
ま
す
し
、
真
冬
で
も
住
宅

が
暖
か
い
の
で
ゆ
っ
く
り
く

つ
ろ
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
両
親
の
住
宅
も
こ
の
近
く

に
あ
る
の
で
す
が
、
冬
は
寒

く
て
、
こ
の
住
宅
で
は
、
子

供
達
は
、
あ
ま
り
風
邪
も
ひ  

 

　
鹿
児
島
市
星
ヶ
峯
の
Ｉ
邸
は
、
ご

夫
婦
と
お
嬢
様
2
人
と
御
長
男
の
と

て
も
元
気
な
5
人
家
族
で
し
た
。
　

　
休
日
に
御
主
人
と
奥
様
に
お
話
を

伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
転
勤
族
で
す
か
ら
、
方
々
の
地
域

に
住
ん
で
き
ま
し
た
が
、
子
供
の
教

育
の
為
に
も
、
住
宅
新
築
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
松
下
孝
建
設
の
川
内
展

示
場
を
見
学
し
て
、
営
業
の
方
に
も

お
話
を
伺
っ
て
、
納
得
で
き
ま
し
た

の
で
松
下
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

 

 

お
住
ま
い
に
な
ら
れ
て

ど
ん
な
印
象
で
す
か
？

こ
の
家
を
訪
問
さ
れ
た
方
の

ご
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

③ 

I 邸全景
営
業
の
方
に
、
『
他
社
の
展
示
場
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。
』
と
言
わ
れ
て
2

〜
3
社
、
見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、

お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
」

と
御
主
人
。

　
奥
様
は
ど
ん
な
印
象
だ
っ
た
ん
で

す
か
？
と
お
聞
き
す
る
と
、

「
私
も
川
内
展
示
場
の
印
象
で
、
納

得
出
来
た
の
で
、
主
人
の
意
見
に
賛

成
し
ま
し
た
。
」
と
奥
様
。 

「
妻
が
、
電
磁

波
が
気
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、

Ｉ
Ｈ
ヒ
ー
タ
ー

を
採
用
し
な
い

で
ガ
ス
を
使
っ

て
い
る
の
で
、

こ
の
住
宅
は
オ

ー
ル
電
化
で
は

な
い
ん
で
す
。

将
来
、
太
陽
光

発
電
の
住
宅
が

当
た
り
前
に
な

る
と
い
う
話
を

耳
に
し
ま
す
が
、

ガ
ス
で
も
充
分
、

将
来
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ

（
ゼ
ロ･

エ
ネ

ル
ギ
ー･

ハ
ウ

ス
）
は
可
能
だ

と
い
う
話
を
営

業
の
方
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
・
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
燃
料
電

池
に
よ
る
発
電
と
給
湯
を
行
う
設
備

で
、
鹿
児
島
の
よ
う
に
火
山
灰
で
太

陽
光
発
電
が
不
利
な
地
域
で
は
、
燃

料
電
池
の
方
が
有
利
に
な
り
ま
す
か

ら
、
も
う
少
し
待
っ
て
、
普
及
し
て

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
、
ご
案

内
致
し
ま
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
住
宅
は
、
ど
ん
な
設
備
を
取

り
付
け
て
も
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
発
揮
で
き
る
住
宅
で
す
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
信
じ

て
楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

　
住
宅
性
能
さ
え
、
確
か
な
も
の
に

造
っ
て
お
け
ば
、
ど
ん
な
状
況
に
も

対
応
で
き
る
と
い
う
発
想
は
、
と
て

も
共
感
で
き
ま
す
。
営
業
の
方
々
の

住
宅
知
識
の
深
さ
、
そ
れ
に
将
来
展

望
な
ど
頼
り
に
な
る
、
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
。
も
し
も
皆
さ
ん
が
住
宅

を
お
建
て
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
先

験
的
な
知
識
が
あ
る
会
社
か
ど
う
か

見
極
め
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
松
下
孝
建
設
の
長
期
的
な
展
望

を
持
っ
た
住
宅
造
り
は
、
こ
れ
か
ら

住
宅
を
お
建
て
に
な
ら
れ
る
方
に
お

奨
め
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
」
と
御

主
人
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ダイニングスペース

ご家族の皆様

リビング

ウッドデッキ･開口部ウッドデッキ･開口部

　将来、水素環境が整い燃料電池がふつうに使われるように
なったら、各家庭にはソーラーや風力などの自然エネルギーを
使う発電装置が備わり、自分で使う電気は自分で作る社会に
なっています。自家発電の電気が余ったら水電解装置で水素に
換えて貯蔵し、必要なときに家庭用燃料電池で電気に換えて使
います。また自家発電や自家製水素だけで足りないときには、現
在の都市ガスやプロパンガスのように供給される水素を使うこ
とも可能です。また自家用車は燃料電池車が主流になっている
でしょう。
　未来の想像ですが、近未来には、確実にこのような世界が実現
するはずです。今までと同じように豊かで便利でありながら、化
石燃料を燃料としては使わず、自然エネルギーで社会が成り
立っている。その媒介として水素と燃料電池が活躍している。そ
れが「水素社会」です。日本初の燃料電池という水素技術が、地球
温暖化や環境汚染から世界を救うことになるかもしれません。

◆水素社会の到来を見据えて、未来を予測する時代に。

◆水素社会の到来を見据えて、未来を予測する時代に。

　トヨタFCV（燃料電池自動車）「ミライ」によって水素社会の幕が切って落とされました。パナソニック
はいち早く、太陽光発電の替わりに太陽光から触媒により直接水素を発生する装置の開発を宣言し、
NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）と共に共同研究を開始しています。今
までは電気分解によって水素を作り、蓄積しておいて必要な時に、燃料電池で電気を取り出す、という方
式でしたが、太陽光発電で電気を発電するよ
うに、太陽光から直接、水素が作り出せれば、
電力として蓄電池で蓄電する必要もなく、水
素エネルギーが石油のように扱いやすくな
ります。2020年までに商品化が計画されて
いますから、今、太陽光発電を載せるよりも、
もう少し待って、太陽光水素発電装置を搭載
する選択肢も生まれています。

貯湯ユニット

燃料電池ユニット

都市ガス
LPガス

燃
料
改
質
装
置

貯
湯
タ
ン
ク

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
熱
源
機

イ
ン
バ
ー
タ
ー

熱
回
収
装
置

熱 お湯

給水

電気

エネ・ファーム

燃料電池
スタック水素

酸素


